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 1 1 
モト
回
以
認
さと
の
も
事長
lli:{
巡
忘
住民
@
同
県
中
国
に
お
け
る
少
数
民
族
研
究
の
近
況
地の民族につい
て地域別に解説しており、
極めて簡便な民族辞典である。
最近のと
くに際立っ
た出版物としては、
各民族の歴史や言語に
関する護
書の
類である。
例えば
「中国少数民族社会歴史調査資料叢刊」 、
「中国少数
民族簡志議書」 、
「中国少数民族語一ず一回筒志議書」
などであり、
これ
らの
各護
書が陸続として刊行されてい
る。
こ
の他にも中国少数民族地方自治概況を
伝える業書が刊行される予定になっ
てい
るとい
う。
この
ような一連の業書
は 、
国家民族事務委
員会に
「民族問題五
種議室己
編樹委
員会を設置して取
組んできた国家的事業の一
部である。
とこ
ろで、
中国におい
ても一
九七
九年に全国的な規模での中国民族学研
究会が設立された。
また中国社会科学院のもとに民族研究所が設置され、
さらに各地の民族学院などにも民族研究所が付
置されており、
そこでの研
究の成果が相い
次い
で出版されてい
る。
その状況は本文末に付したリス
ト
を参照してい
ただきたい。
なお
個々
の著作につい
ての紹介は数幅の関係で省略したい。
お
わ
り
一
九七
六年の文革終
息以後、
中国におい
て(少数)
民族研究に関
する著
作が多く刊行されてきたが、
そうした著作を通して最近の民族研究の傾向
について
二点ほ
ど指摘してみたい。
そ
の第一点は 、
従来研究者の殆んどは漢族出身者であっ
たが、
今日少数
民族出身の研究者が養成されて成長し、
少数民族自身の手で白からの民族
研究を行うようになっ
てきているとい
うことである。
例えば 、
著書や論文
の執筆者の後に(OO族)
と記し、
その出身民族名を示し
ているのである。
これは中央および
各地に設置され
た民族学院や民族研究所におい
て
養成された少数民族出身の研究者
が成長し輩出してきでい
るこ
との
あらわれであろう。
第二点は、
中国における古典文
献中の(少数)
民族に関する記事
の殆んどは、
漢民族の
体制側から
の史料が中心であっ
たが
しか
し
最近刊行されてい
るものの中には、
少数民族の側からの史料を、
彼ら
の言語や文
字を用い
たり、
あるい
は漢訳して出版されるようになっ
てきたことである。
〔単位 : 万人〕
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このような新し
い傾向は、
民族研究にとっ
て好まし
いことであると同時
に歓迎すべきことである。
ともあれ、
最近の中国における民族研究に関す
を示すものであるとい
えよう。
る出
版の盛況は、
中国における民族研究者の量の
拡大と研究の質の高まり
たものである
J
(本稿は六月一一
日に当研究所の研究例会で行っ
た報告原稿を加筆し
《
一
九
七
六
年
以
後
商
南
民
族
関
係
出
版
図
書
》
(
辞
典)
方
園
球
『
納
西
象
形
文
字
譜』
(
史
料
集)
蒙
黙
『
涼
山
地
区
古
代
民
族
資
料
、雄
編』
(
四
川
人
民
出
版
社・
一
九
七
八〉
社
玉
亭
『
元
代
経
羅
斯
史
料
輯
考』
(
四
川
人
民
出
版
社・
一
九
七
九)
江
応
棟
コ臼
夷
伝
校
注』
(
雲
南
人
民
出
版
社・
一
九
八
O)
貴
州
民
族
研
究
所
畢
節
地
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葬
文
翻
訳
組
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版
社・
一
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研
究
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西
少
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地
区
石
刻
碑
文
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版
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紹
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吋
今
日
的
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少
数
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族』
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版
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『阜県
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的
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数
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版
社・
一
九
八
O)
雲
南
歴
史
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四
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版
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二)
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想
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線》
編
集
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数
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風
俗
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(
中
国
民
間
文
芸
出
版
社・
一
九
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)
(
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出
版
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中
国に
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け
る
少
数
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研
究
の
近
況
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文
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馬
曜
『
雲
南
各
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代
史
略
初
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雲
南
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出
版
社・
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七
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州
大
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系
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貴
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五
次
起
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盟
何
族
社
会
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版
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清
券
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会
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論
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